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道

徳

統

計

論

概

説

( 

一) 

M 

音E

静

治

目

戎

七
、
続
、
道
徳
統
計
輸
の
研
究
結
園
、
附
、
遺
徳
統
計
論
と
文
明
史

λ

、
道
徳
統
計
論
田
制
限

t 

一
次
的
に
道
徳
統
計
的
な
る
も
の
、
中
に
は
、
第
一
夫
に
人
間
道
徳
生
活
の
党
め
に
、
意
義
ゐ
る
一
肱
曾
大
量
の

統
計
を
合
む
o

訟
に
採
り
入
る
、
へ
き
事
賓
の
資
定
は
、
統
計
の
用
丈
け
に
宛
て
ら
る
ぺ
き
、
政
官
問
の
方
法
に
よ
ら

ん
こ
ご
の
望
な
き
は
、
前
に
も
一
言
せ
る
が
如
し
、
善
行
又
は
悪
行
に
関
す
る
此
積
の
自
由
統
計
調
査
は
、
人
口

賞
査
に
附
帯
せ
L
h
u
る
も
、
或
は
統
計
的
通
告
義
務
を
土
憂
ご
せ
る
、
総
緩
録
取
に
本
づ
き
て
行
ふ
ニ
吉
、
し
て

も
、
之
を
遂
げ
得
ぺ
き
に
非
A
V
、
従
ひ
て
本
製
統
計
(
枇
舎
統
計
論
綱
一
六
ニ
頁
参
照
)
存
在
の
徐
地
は
金
〈
な
し
、

さ
れ

ば
こ
の
道
徳
統
計
論
の
至
要
部
に
闘
す
る
全
材
料
は
、
複
製
統
計
の
方
法
に
よ
h
J
極
h
u
る
こ
E
、
な
す
の
要
ゐ

-9
、
詳
言
す
れ
ば
他
の
目
的
上
そ
の
以
前
に
行
は
れ
た
る
、
確
認
叉
は
査
定
に
就
き
、
計
致
計
量
に
よ
る
そ
り
査

定
を
、
統
計
の
目
的
に
利
用
す
る
こ
正
、
な
す
の
要
あ

h
、
を
の
確
認
を
第
一
次
に
悶
題
ご
す
る
も
の
は
、
法
盆

論

叢

道
徳
続
計
論
栴
嵩

第
十
九
巻

(
第
二
観
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諭

議

遺
徳
統
計
論
瓶
詰

第
十
九
谷

(
第
二
蹴

三
四
)

^ 

の
有
力
な
る
保
穫
を
目
的
ご
せ
る
、
国
家
行
政
の
後
動
に
あ
ち
、
詳
言
す
れ
ば
諸
侵
害
を
精
細
に
明
記

L
て
観
念

的
に
確
定
し
、
之
に
謝
抗
し
て
右
の
保
護
を
奥
ふ
る
こ
ご
、
し
、
進
み
て
叉
賞
際
に
起
れ
る
此
穂
の
侵
害
を
・
無

保
件
に
又
は
特
殊
候
件
(
似
合
H

被
害
者
の
申
請
)
の
下
に
擁
認
し
、
侵
害
者
の
罪
詮
明
か
に
せ
ら
れ
叉
彪
罰
百
る
べ
き

ニ
子
炉
日
出
来
る
丈
け
保
設
す
べ
き
方
策
を
採
る
は
、
岡
家
最
古
の
開
化
職
分
に
属
す
、
而
し
て
罰
せ
ら
る
べ
き
非

行
己
宣
言
さ
る
べ
き
行
須
の
選
定
は
、
道
徳
の
見
地
よ
h
是
等
行
潟
を
評
腐
す
る
こ
ご
、
、
密
接
の
関
係
あ
b
、

大
障
に
罰
せ
ら
る
守
へ
き
行
矯
に
就
き
、
否
何
れ
に
し
て
も
重
く
罰
せ
ら
る
イ
き
行
震
に
就
き
、
吾
人
は
客
観
的
仁

非
枇
曾
的
な
る
も
の
を
見
る
の
み
な
ら
す
、
主
観
的
に
非
道
徳
的
な
る
も
の
を
も
亦
見
る
、
へ
し
、
卸
も
道
徳
観
念

を
出
来
得
ベ
き
程
度
に
於
て
、
保
護
せ
ん
ご
す
る
の
趣
意
は
、
岡
家
組
織
又
ほ
人
聞
の
法
律
秩
序
に
よ
h
、
鮮
明

に
表
白
せ
ら
れ
、
刑
事
立
法
は
道
徳
統
計
論
に
、
大
貢
献
を
議
す

か
〈
て
悶
家
の
刑
事
司
法
に
は
、
統
計
的
認

識
を
途
「
る
の
座
迫
を
伴
へ
h
Z
す
ペ
〈
、
極
め
て
複
雑
な
る
査
定
材
料
は
之
が
た
め
に
授
け
ら
る
、
而
し
て
刑

事
統
計
論
同
E
E
E
Z
S
H
E
E
r
(犯
罪
統
計
諦
と
言
ひ
て
も
産
支
む
か
る
べ
L
、
今
司
法
行
政
上
の
普
誼
用
制
に
よ
る
)
は
貴
仁
之
が
統

計
的
利
用
を
遂
「
、

か
〈
て
世
上
に
起
れ
る
行
潟
H
A
不
作
匁
に
し
て
、
法
律
が
刑
の
制
裁
を
付
し
、

を
の
大
部
分

は
動
作
そ
の
も
の
ご
し
て
、
否
砂
〈
ぜ
も
現
布
法
律
秩
序
侵
害
ご
し
て
、
進
徳
上
排
尿
す
4

〈
非
難
す
，
へ
き
、
性

質
を
柵
情
事
へ
る
も
の
〉
知
識
は
、
刑
事
統
計
に
よ
り
授
け
ら
る
、
而
し
て
刑
事
統
計
論
は
狭
義
に
よ
ら
ば
、
氾
時
帯

用
ご
な
れ
る
が
如
〈
、

限
ら
れ
た
る
特
殊
の
非
行
、

濁
逸
に
そ
の
例
を
Z
ら
ば
、

帝
国
法
を
犯
せ
る
重
罪
、

車車



罪
の
た
め
、
起
さ
れ
た
る
終
局
の
判
決
ゐ
b
じ
も
の
、
否
刑
の
言
渡
し
あ
b
し
も
の
、
み
に
、
そ
の
材
料
e
f
限
る

も
、
最
障
問
義
に
よ
れ
ば
特
に
各
稀
(
公
列
)
準
備
手
綴
の
統
計
、
同
地
獄
統
計
、
前
科
豪
快

m
m
E
P同
一
三
号
の
統
計
を

も
そ
の
中
に
合
h
u
、
現
に

NHNnr
は
之
を
四
純
に
分
も
.
却
も
(
1
)
刑
事
裁
判
統
計
論
へ
刑
事
裁
判
所
の
事
務
に
闘
す
る
、

計
酎
的
詑
一
部
申
朕
義
刑
事
統
計
を
除
け
る
も
目
、
刑
事
裁
判
事
務
統
計
口
2
n
F
忠
臣
Z
E己
n
と
も
謂
ふ
べ
L
、
捕
逸
白
材
料
は
規
則
正
し
f
、口。千

z
n
z
y
m
Z
N
m
E
z
s
r
に
数
表
さ
る
、
)
(
ヨ
〕
狭
義
刑
事
統
計
論
、

(
3
)
監
獄
統
計
論
(
者
包
宮
、
足
。
Z
官
官

E
E
Y
E
雪
印
Z
Z
E
r

E
ロ
mzznrru《戸

H
出
品

に
よ
れ
ば
刑
の
執
行
条
部
の
統
計
に
、
取
抑
げ
ら
る
べ
き
支
分
間
統
計
的
説
一
目
配
本
と
す
、
)

(

4

)

警
察
統
計
論

(
裁
判
所
訴
訟
手
続
舛
に
於
け
る
、
枇
官
察
白
情
動
を
取
扱
ム
)

を
ぞ
の
中
に
合
む
正
せ
り
、
そ
れ
然
り
刑
事
統
計
論
は
道
徳
統
計

上

一
次
的
な
る
も
の
に
関
宮
る
一
章
古
し
て
、
最
も
重
要
な
る
ご
共
に
又
最
も
該
括
的
な
り
、
之

r共
に
又
蔵

極
的
方
面
に
現
は
れ
、
高
ま
れ
る
道
徳
戚
ぷ
を
立
設
す
ぺ
〈
、
礎
脱
税
す
べ
き
も
の
よ
り
も
、
図
民
道
徳
秤
量
的

持

た
め
、
消
極
的
-
い
意
義
ゐ
。
、
又
悲
凱
続
す
ぺ
き
も
の
の
重
味
は
、
刑
事
統
計
ゐ
る
が
た
め
に
加
へ
ら
る
。

同
じ
〈
一
次
的
道
徳
統
計
に
嵐
す
べ
き
、
頁
淫
の
統
計
も
、
同
様
に
消
極
的
方
面
に
意
義
あ
り
、
此
勅
仁
っ
き

乱
世
娼
制
度
を
採
用
し
、
取
締
b
h
割
合
に
行
届
げ
る
、
本
邦
め
警
察
統
計
は
貴
重
の
材
料
を
授
〈
芭
謂
ふ
べ
し
，

唯
私
娼
に
つ
き
て
は
推
算
を
施
す
の
外
な
か
る
べ

L
、
失
に
離
競
及
自
殺
の
統
計
上
、
道
徳
力
に
よ
る
支
配
の
現

況
、
特
に
越
な
る
議
事
情
の
腔
迫
に
抵
抗
す
べ
き
、
意
志
の
力
鈴
鹿
せ
る
程
度
に
つ
き
、
途
戸
、
ぺ
き
洞
察
の
一
般

秤
量
も
、
亦
同
様
に
消
極
的
意
義
ゐ
h
、
治
格
的
な
る
道
徳
的
表
徴
の
統
計
視
す
ぺ
〈
、
叉
一
次
的
道
徳
統
計
の

諭

議

第
十
九
巻

=
一
五
)

A 

(
第
二
腕

道
徳
統
計
論
概
詑

cf. v. Mayr， Gesetzmassigkeit tJsw.， S. 329; Ders.， Begriff USW.， S. 225; 
Lexis， op・cit.S. 784;量Hek，op. cit. S. 287. 
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論

叢

道
徳
統
計
論
櫛
揖

第
十
九
巻

(
第
二
腕

六
) 

一λ
四

他
の
一
片
ざ
し

τ取
扱
ふ
べ
き
は
、
会
盆
的
育
児
事
業
の
統
計
な
b
、
蓋
し
そ
の
存
在
を
促
せ
る
の
事
賞
は
、
道

徳
的
義
務
を
知
覚
す
る
の
本
分
あ
る
者
、
ぞ
の
義
務
を
宜
接
に
怠
れ
る
-
』
ご
を
説
明
す
る
か
、
危
急
な
る
枇
曾
的

境
遇
に
あ
る
子
の
、
道
徳
上
の
客
観
的
危
害
を
詮
明
す
れ
ば
な
り
。

不
徳
ご
す
ぺ
き
も
り
、
然
ら
A
V
Z
も
道
徳
上
常
に
憂
ふ
べ
き
も
の
の
、

一
次
的
統
計
論
に
勢
立
せ
し
む
べ
き
、

高
め
ら
れ
だ
る
道
徳
り
一
次
的
統
計
論
を
、
注
目
す
べ
き
仕
方
に
よ
り
築
き
立
つ
る
の
目
的
上
、

一
般
に
そ
の
特

別
材
料
に
不
足
を
告
げ

F
る
ぺ
き
や
、
疑
は
れ
得
べ
し
、
此
範
囲
に
あ
り
て
は
善
行
徳
行
の
法
典
正
し
て
、
刑
法

守
典
の
掛
偶
た
る
べ
き
も
り
を
繰
き
、
之
さ
共
に
そ
の
法
規
に
伴
ふ
べ
き
・
善
行
者
表
彰
の
た
め
の
、
詮
考
手
緩

も
備
は
ら
争
、
素
よ
り
此
範
聞
に
於
て
も
亦
断
片
的
に
は
、
記
録
せ
ら
る
る
も
の
あ
り
、
特
に
個
別
の
卓
越
せ
る

行
桂
川
、
問
問
A

ザ
ば
生
命
の
危
険
を
胃

L
て
な
苫
れ
た
る
救
命
の
如
き
は
然
h
ノ
、
此
貼
に
つ
き
注
意
す
べ
き
は
、
本
邦

腔
表
の
制
度
が
、
外
国
に
ぞ
の
例
少
〈
、
之
を
以
て
来
洋
特
に
我
邦
及
支
那
の
、
特
色
ご
も
諦
ひ
得
べ
き
こ
正
弘

り
、
郎
も
明
治
十
四
年
十
二
月
太
政
官
布
告
に
よ
り
制
定
せ
ら
れ
、
大
正
九
年
に
最
近
の
改
正
を
加
へ
ら
れ
た
る

褒
章
保
例
は
、
旋
表
す
べ
き
者
の
範
国
を
定
的
、

(
1
)
自
己
の
危
難
を
顧
み
宇
し
て
、
人
命
を
救
助
し
た
る
者

(
紅
綬
褒
章
)

(

2

)

孝
子
順
孫
節
婦
義
俣
の
類
に
し
て
、
徳
行
卓
絶
な
る
者
、

(
3
)
質
業
に
精
愉
し
、
来
民
の
模
範
た

る
べ
き
者
(
以
上
縁
綬
笠
単
)

(

4

)

事
術
技
謹
上
の
愛
明
改
良
著
述
、
教
育
衛
生
慈
善
防
疫
の
事
業
、
間
学
校
病
院
の
建

設
、
道
路
河
梁
堤
防
橋
梁
の
修
築
、
回
野
の
墾
闘
、
森
林
の
栽
培
、
水
産
の
繁
殖
、
農
商
工
業
の
稜
誌
に
闘
し
、



(
5
)
会
同
の
事
務
に
勤
勉
し
、

持

(

6

)

R

公
益
の
潟
私
財
を
寄
附
L
、
功
績
編
著
な
る
者
、
(
紺
埋
設
さ
正
寸
。

R

公
衆
の
利
盆
を
興
し
、

勢
致
瀬
署
な
る
者
、
(
以
上
東
綬
一
室
草
)

成
績
著
明
な
る
者
、

一
般
に
刑
事
司
訟
及
瞥
察
に
無
関
係
な

る
、
私
徳
の
現
況
を
判
断
L
、
義
務
戚
念
、
慈
善
心
、
公
共
心
等
の
後
達
を
判
断
す
る
た
め
、
種
々
の
統
計
調
奄

を
利
用
し
得
べ
き
に
拘
は
ら
や
、

そ
は
常
に
特
殊
の
表
徴
的
佃
別
事
例
に
閲
す
る
の
み
た
り
、
そ
の
零
砕
的
統
計

表
に
よ
h
て
は
、
観
察
さ
れ
た
る
枇
舎
の
道
徳
的
特
質
に
つ
き
、
断
片
的
事
相
を
牧
め
得
ぺ
き
の
み
な
り
、
郎
も

仮
令
ぱ
諸
宗
波
の
数
品
目
統
計
を
本
Z
し
、
数
曾
に
よ
る
影
響
の
多
少
を
啓
示
せ

L
む
る
の
目
的
は
、
沈
躍
を
受
り

た
る
人
員
の
比
較
に
よ
り
、
或
は
信
者
の
出
生
数
及
婚
'
姻
数
比
較
に
よ
b
、
僅
か
に
達
し
得
べ
き
が
如
、
き
之
が
一

持
持

例
な
り
、

一
般
に
致
合
統
計
は
積
格
的
意
義
に
よ
れ
る
、

一
次
的
道
徳
統
計
の
一
成
分
た
る
べ
き
も
の
な
り
、
唯

之
が
根
源
は
何
庭
に
て
も
、
充
分
な
る
替
一
性
を
備
へ
て
後
表
き
る
、
こ

Z
な
し
、
従
ひ

τ之
が
曲
中
間
上
の
該
括

的
叙
設
は
、
今
円
借
重
大
の
困
難
に
遭
遇
す
、
此
部
分
に
属
す
べ
き
材
料
を
、
岡
家
の
行
政
統
計
に
仰
ぎ
得
守
へ
き

は
、
限
ゐ
れ
た
る
程
度
に
過
ぎ
守
、

き
れ
ば
近
年
に
至
る
迄
も
、
前
世
紀
前
宇
中
側
関
西
の

。5ロ
可
が
道
徳
統

計
を
考
案
し
、
同
岡
山
道
徳
統
計
に
関
す
る
そ
の
著
書

2
2
Z
E
宮

ω
E
B
E
-
-
o
E
司

5
5
を
出
せ
し
蛍
時

(一

λ
=一
三
年
)

ご
、
多
〈
異
る
所
な
か
h
，き、

同
書
中
積
極
的
に
意
義
あ
る
材
料
ご
し
て
は
、
数
化
統
計
の
材
料

(
ロ
5
E
E口問内。句
45coz-一
E
Eの台
O

ロ
)
以
外
に
、
寄
附
及
財
閥
の
特
殊
関
係
を
考
察
せ
る
の
み
、
而
L
て
此
部

、
分
に
つ
き
て
も
亦
向
学
者
或
は
、

一
次
的
に
は
経
務
統
計
の
材
料
あ
h
、
道
徳
統
計
の
た
め
仁
は
、

二
次
的
に
の
み

前

震

匙
徳
統
計
論
概
詑

第
十
九
巻

主存

続

= 
七
) 

F、
五

杵淵義房著本邦祉骨事菜、大正十一年、三二回頁以下事賄、
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品
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論

議

道
徳
統
計
論
概
説

三
凡
)

第
十
九
巻

(
第
コ
貌

一
八
六

意
義
ゐ
る
に
過
ぎ
十
ご
の
、
見
解
を
採
る
こ
Z
ゐ
ら
ん
、

き
れ
げ
と
財
固
に
あ
・
り
て
は
事
質
土
、
高
め
ら
れ
た
る
倫

理
的
腕
合
重
量
を
な
す
を
以
て
、
之
が
統
計
を
一
衣
的
道
徳
統
計
に
数
ふ
る
は
、

正
賞
の
慮
置
正
す
べ
し
。

右
致
合
統
計
に
つ
き
設
け
る
所
は
、
大
慢
に

に
せ
る
に
掛
目
り
、

一
九

O
九
年
そ
の
道
徳
統
計
論
第
一
一
分
冊
を
、
会
り

叫
露
せ
る
所
設
に
よ
れ
る
も
の
な
る
も
、
そ
の
品
悼
の
著
書
第
四
版
1

岡
家
皐
の
概
念
及
分
類
」

ぐ

-r~日
mw
可】司

(
前
曲
)

中
氏
は
、
教
舎
統
計
が
近
年
に
至
h
、
著
し
〈
開
拓
さ
れ
た
る
こ
己
を
奉
げ
、

か
〈
て
人
命
の
品
組
合
的
行

P

動
を
示
す
こ
古
に
よ
h
J
、
道
徳
統
計
の
材
料
争
勝
[
〈
授
〈
る
も
、
之
に
つ
、
さ
て
は
政
治
統
計
論
の
市
内
に
、
一
致
曾

統
計
論
の
特
別
部
門
を
設
〈
る
を
可
正
す
ご
、
論
守
る
こ
z
e
f
注
意
す
ぺ
し
、
郎
も
一
九

O
四
年
国

〉

同
宮
古

印
』
・
が
濁
逸
の
信
数
統
計
論

同

g
p
m
t。日
ω
E
H
E
r
p
z官
n
E
E去
を
著
は
す
や
、
序
文
中
そ
の
賞
時
数
合
統

計
が
・
濁
逸
闘
民
の
新
教
徒
側
に
の
み
可
能
な
り
、
加
特
カ
数
側
に

τは
品
組
合
統
計
作
製
の
基
本
を
、
政
け
る
こ

己
を
説
、
き
得
た
る
も
、
そ

mA但
加
特
力
致
方
面
よ
り
も
、
新
数
方
面
よ
h
行
は
る
、
ご
同
様
、
著
し
く
振
張
せ
ら

れ
、
致
合
間
牒
及
そ
の
諸
組
織
の
生
活
費
現
の
諸
紋
態
及
現
象
中
、
統
計
に
よ
り
究
め
得
べ
き
も
の
、
並
に
激
品
目

信
徒
の
宗
殺
的
行
動
を
碗
究
す
、
而
し
て
濁
逸
の
新
教
に
あ

h
て
は
、
伯
林
に
統
計
委
員
食

m
E
Z
Z
R
Z
問
。
早

E
凶器日
o
p
L
q
斥
E
R
r
E
0
4
E町内】
r
n
r
g
円阿国内庁
ω
E
E日
以
内
ロ
あ
り
、

そ
の
加
特
カ
致
仁
ゐ
b
て
は
、
閉
山
目
白
に
統
計

本
部

N
E
E
-
ω
E
r
p
-
L
E
E
-
r
r
m
P
R
E
r
あ
る
を
注
意
す
べ

L
、
(
会
醐
加
特
力
引
政
界
に
闘
し
、
円
B
R
の
嗣
纂
に
部
る

5
5
5出
豊
島
宮
内
『
あ
り
、
一
九
一
九
年
に
受
容
を
出
せ
る
と
と
も
芸
ナ
ベ
し
)
配
駄
に
つ
き
一
考
な
き
を
得
F
る
は
、
我

cf. v. Mayr， Begriff USW.， SS. 20日目 223・* 



邦
宗
致
統
計
材
料
の
貧
弱
な
る
に
ゐ
り
、
夫
れ
我
邦
に
は
右
の
道
徳
的
方
面
に
於

τ、
特
殊
の
風
習
視
す
ぺ
き
も

ノ

ノ

h

v

J

-

一
シ
テ

の
珍
し
Z
せ
子
、
「
人
最
可
v
行
施
、
布
施
菩
提
糠
、
人
最
不
ν
惜
v
財
、
財
賀
菩
提
障
」
ご
言

ο、
叉
「
若
貧
窮
身
、

ノ

ス

ル

無
乙
吋
=
布
施
-
財
晶
、
見
一
一
他
布
施
時
九
可
v
生
s
随
喜
心
-
」
(
章
平
敬
)
ご
言
へ
る
古
来
の
信
念
は
、
必
や
し
も
宗
教
家
の
無

放
明
道
に
、
抽
枯
れ

h
z
な
し
得
ぎ
る
の
み
な
ら
宇
、
現
在
に
あ
b
亡
も
般
令
ば
岡
龍
的
膿
金
の
催
し
は
多
〈
、
香

実
脊
華
遣
り
取
り
の
風
は
全
国
に
沿
ね
し
、
現
代
人
は
一
般
に
宗
教
に
藤
科
せ
ら
る
、
こ
吉
、
薄
ら
げ
h
Z
は
或

は
設
き
得
べ
き
所
な
ら
ん
も
、
隠
れ
た
る
宗
教
の
力
倫
民
間
に
偉
大
な
る
も
の
あ
る
は
、
其
面
目
な
る
観
察
者
の

認
む
事
へ
き
所
な
h
、
此
聞
に
虚
L
宗
教
家
特
に
備
致
家
が
、
本
邦
宗
数
統
計
の
開
拓
に
着
服
き
れ
ん
こ
ご
は
、
大

に
川
県
む
べ
〈
、
告
は
宗
殺
家
の
所
謂
「
文
化
」
義
務
ご
し
て
、

か
の
官
会
枇
曾
事
業
の
真
似
事
に
、
勝
る
ご
も
劣
る

こ
芭
な
か
る
べ
き
を
確
信
す
。
(
飯
田
龍
遠
氏
大
正
七
年
一
君
、
統
計
的
研
究
「
現
代
日
本
人
目
信
仰
」
は
、
「
判
切
に
宗
教
を
信
F
る
人
々
に
就
き
・

如
何
に
し
て
宗
恥
引
を
信
ず
る
に
至
り

L
弘
、
如
何
な
る
宗
敬
的
経
験
を
有
す
る
か
、

如
何
な
る
燕
世
視
を
有
す
る
か
と
耳
へ
る
加
き
問
を
畿
L
、
之
に

劃
す
る
答
案
告
白
を
整
瑚
し
て
、
宗
教
心
白
夜
生
及
其
開
展
白
取
を
明
に
す
る
」
こ
と
を
、
そ
の
眼
目
と
せ
る
を
以
て
、
素
よ
り
議
に
詑
〈
が
如
き
、

本
邦
宗
教
統
計
論
に
非
ず
)
。

高
め
ら
れ
た
る
道
徳
心
の
流
露
た
る
一
行
匁
に

L
て、

一
般
に
慈
善
的
給
付
ぜ
な
り
て
現
は
る
べ
き
も
の
は
、

上
に
も
詑
げ
る
如
(
同
じ
〈
此
範
閣
に
敷
ふ
ぺ
し
・
唯
之
が
個
別
の
材
料
Z
し
て
は
、

一
次
的
に
経
済
統
計
に
扇

す
4

き
救
貧
統
計
の
範
園
内
に
於

τ、
孟
次
的
措
品
徳
統
計
ご
し
て
悶
は
る
べ
き
も
の
め
り
得
ぺ
し
、
昔
時
及
近
時

諭

叢

道
徳
統
計
諭
概
説

第
十
九
巻

(
第
二
観

一
一
九
)

J、
七



論

議

道
徳
統
計
諦
瓶
詰

第
十
九
巻
判
(
第
二
部

四
O
)

/，‘ /， 

の
複
雑
な
る
慈
善
的
施
設
、
特
に
叉
執
逗
の
種
類
防
相
し
き
協
曾
に
闘
す
る
統
計
的
説
示
を
、
経
済
統
計
ご
道
徳
統

計
ご
の
聞
に
、
如
何
に
分
つ
べ
き
か
に
つ
き
て
は
、
以
上
注
意
せ
る
所
に
よ
り
察
し
得
守
へ
き
が
如
〈
、
稀
々
の
場

合
に
疑
は
れ
得
ぺ
予
も
、
救
貧
統
計
は
第
一
次
に
之
を
経
済
統
計
に
入
る
、
ニ
正
、

L
、
諸
積
任
意
慾
善
の
統
計

は
、
第
一
次
に
道
徳
統
計
に
入
る
、
こ

t
、
せ
ば
正
嘗
な
ら
ん
、
か
〈
て
上
に
も
注
意
せ
る
如
く
、

一
面
二
次
的

道
徳
統
計
論
の
範
囲
に
於
て
、
第
一
衆
に
経
済
統
計
論
に
入
れ
た
る
救
貧
統
計
に
、

道
徳
的
意
義
ゐ
る
を
指
示

し
、
他
面
道
徳
統
計
論
の
範
圏
内
に
て
、
任
意
の
慈
善
的
施
設
及
給
付
に
、
経
済
的
意
義
を
伶
ふ
ζ

Z
を
、
指
示

す
る
こ
正
、
せ
ば
可
な
ら
ん
。

一
次
的
道
徳
統
計
の
範
固
に
採
り
入
れ
た
る
材
料
に
つ
き
て
は
、
賞
際
統
計
事
の
一
部
門
ご
し

τの
道
徳
統
計

論
中
、
菅
に
大
綱
に
よ
れ
る
最
終
結
果
益
輝
の
み
な
ら
す
、

之
が
土
蚕
己
な
れ
る
査
察
及
之
に
件
ふ
整
理
事
務

の
、
昼
部
を
も
説
明
す
る
こ
ご
〉
し
、
ヲ
ぞ
の
各
調
査
物
館
に
開
し
、
問
題
芭
さ
れ
し
方
法
、
技
術
の
詳
設
を
も
付

す
べ
き
な
h
、
従
ひ
て
叉
特
に
之
に
闘
係
あ
る
、
行
政
統
計
の
仕
組
を
も
設
量
、
行
政
技
術
及
行
政
々
策
の
特
別

関
係
を
も
問
ふ
ぺ
き
な
h
、
き
れ
ば
費
際
統
計
拳
中
一
次
的
道
徳
統
計
百
し
て
、
取
扱
ほ
る
べ
き
是
等
個
別
の
成

分
に
つ
き
て
は
、
道
徳
統
計
論
は
完
会
叉
排
他
的
に
、
確
立
さ
れ
た
る
材
料
な
h
、
き
れ
ば
仮
令
ば
刑
事
統
計

は
、
毛
の
正
営
な
る
悉
査
に
ゐ
り
で
は
、
狭
義
に
よ
る
道
徳
統
計
上
、
意
義
あ
る
も
の
を
問
ム
ペ
旨
の
み
な
ら

す
、
刑
事
司
法
事
務
取
扱
上
そ
の
部
内
に
於
て
、
統
計
的
統
制
を
及
ぼ
し
て
授
け
得
べ
〈
、
否
事
賃
上
授
り
つ
、



あ
る
、
統
計
的
告
知
の
全
部
、
略
言
す
れ
ば
刑
事
司
接
統
計
の
細
目
を
議
す
べ
き
な
り
、

か
〈
て
刑
事
統
計
は
非

行
の
多
寡
に
つ
き
、
又
号
。
大
別
細
別

ω現
況
を
一
不
す
こ
ご
仁
よ
b
、
第
一
次
に
道
徳
上
憂
ふ
べ
き
も
の
、
表
徴

ご
し
て
、
重
ん
宇
べ
き
洞
察
を
遂
げ
し
ひ
る
以
外
に
、
そ
の
統
計
的
査
定
の
機
関
に
よ
り
、
他
の
方
面
に
於

τも

一
般
に
重
要
な
る
報
告
を
得
せ
し
む
、
刑
事
統
計
が
か
〈
刑
事
々
件
の
統
計
に
嘗
る
ご
共
に
、
刑
事
司
法
機
関
及

そ
の
事
務
会
般
の
現
況
に
閥
L
、
総
覚
的
知
見
を
授
〈
る
程
度
に
於
て
は
、
そ
の
統
計
は
政
治
統
計
の
方
面
に
移

hJ
行
く
べ
仁
、

之
芭
共
に
叉
各
国
に
於

τ今
日
備
極
め
て
幼
稚
な
り
ご
す
べ
き
、
民
事
司
法
統
計
の
特
別
研
究
が
、

大
憧
に
否
何
れ
に
し
て
も
そ
の
理
論
的
考
察
に
行
き
て
は
、
之
を
経
済
統
計
論
に
委
ぬ
る
を
、
便
宜
己
す
べ
き
こ

ピ
を
注
意
す
ぺ
し
、

(
く
・
宮

4
円
は
民
事
司
法
統
計
由
、
部
掛
統
計
論
及
道
徳
統
計
諭
に
於
け
る
意
義
に
闘
す
る
、
参
考
荷
主
と
し
て
の
・

Nロ
R
F
q
-
N
=
f
H
O
N
g
回一箆
-mzr
ロロ

ι
4
c
一r空白
U
4
n
r
E
o沼
市

山

口

角

凶

作

周

回

AurdR2NO円
N
E笥
門
司
戸
内
部
毘
円
〈

O]Hh盟
主
叶

Enrmw
同国王同問。自己唱。-一
HMW

H
U
N
0
・
を
事
げ
た
り
)

そ
の
外
叉
特
に
刑
事
統
計
論
仁
あ
り
て
は
、
統
計
的
研
究
法
に
よ
h
事
賓
の
一
解
揮
を
遂
げ
、
由
宇

問
的
手
入
れ
を
加
へ
て
叙
設
し
、
由
λ
ソ

τ刑
事
政
策
の
需
め
仁
臆
じ
、
特
に
刑
法
改
正
及
刑
事
訴
訟
法
改
正
の
、

-
T
 

方
針
決
定
に
稗
盆
す
る
所
ゐ
る
べ
き
な
り
。

未
来
の
道
徳
統
計
論
は
、
今
日
借
入
の
想
ひ
及
ぼ
す
こ
ご
少
(
、
又
は
会
(
想
ひ
及
ば
古
品
物
館
を
も
、
取
扱

ふ

--z、
な
る
べ
き
は
疑
ひ
な
し
、

き
れ
い
と
道
徳
統
計
論
に
よ
り
究
む
べ
き
、
大
範
固
に
つ
き
現
今
既
に
そ
の
限

界
を
略
正
常
に
示
す
べ
き
、
普
通
名
稽
を
奥
へ
得
べ
し
、
即
も
そ
は
文
明
奥
の
一
部
な
b
z
呼
び
得
べ
し
ご
は
、

歯

(
第
二
親

j¥ 

:i!. 

四
一
)

叢

誼
徳
統
計
諦
概
詑

第
十
九
巻

cf. v. Mayr， Begriff usw. S. 230 • • 



(
第
二
務

提

夙
に
一
八
人
九
年
同
包
者
巳
込
町
円
が
そ
の
薯
統
計
事
中
に
設
け
る
所
な
る
も
、
諸
国
防
学
問
進
歩
の
現
況
に
照
L
、

諭

叢

道
徳
統
計
論
瓶
詰

九
O 

第
十
九
巻

四

) 

強
い
て
同
様
な
る
判
断
を
下
す
ご
き
は
、
道
徳
統
計
論
は
感
用
枇
品
目
息
干
の
、

一
部
な
り
Z
設
〈
は
一
屠
適
切
な
ら

ん
、
現
に
幾
多
の
枇
曾
皐
者
は
、
枇
曾
胤
T

に
闘
す
る
著
書
中
、
特
に
枇
舎
の
弊
害
又
は
枇
曾
の
病
理
(
大
正
十
二
年
の

初
め
に
盛
行
さ
れ
し
、
元
町
作
之
越
氏
著
(
祉
合
病
理
由
研
究
」
は
、
統
計
的
研
究
と
し
て
は
議
す
べ
き
制
多
し
と
睡
も
、

そ
の
前
後
瞳
年
に
亘
り
篠
田

せ

L
、
枇
舎
研
究
の
著
書
が
多
〈
は
師
諌
か
、
感
情
論
又
は
燭
断
諭
た
る
の
風
あ
り
し
に
照
し
、

主
と
し
て
本
邦
の
事
官
を
取
扱
は
れ
た
る
は
、
註
目

を
値
引
「
す
)

を
論
A
V

る
序
に
、

中
に
は
刑
事
間
半
又
は

道
徳
統
計
論
的
内
容
含
有
す
る
も
の
を
、

沿
ね
〈
取
扱
ひ
、

刑
事
枇
合
出
品
干
の
獅
立
を
提
唱
せ
る
人
も
あ
り
、

(
最
近
に
山
田
吉
彦
氏
の
邦
課
寸
犯
罪
肱
脅
墜
」
と
越
し
で
現
仕
れ

L
、
同
号
。
。
吋

0
5

の
著
普
あ
る
と
と
を
詰
志
す
ベ

L
)

眠
統
計
の
知
識
未
だ
一
般
に
、
普
及
せ
e
さ
る
現
況
に
鑑
み
、
研
究
の
便
宜
よ
り
議
す

る
ご
き
は
、
道
徳
統
計
論

Z
L
τ
の
濁
立
研
究
を
遂
げ
、

そ
の
結
果
に
よ
h
文
明
史
及
枇
食
事
の
研
究
に
、
稗
盆

す
べ
し
Z
説
〈
も
差
支
な
か
ら
ん
。

帝
国
農
商
務
省
が
一
入
九
三
(
明
尚
二
大
)
年
米
囲
内
E
E向。

に
於
け
る
、
高
岡
博
覧
曾
開
催
の
機
曾
に
、
我
岡

吠
一
ぜ
世
界
に
紹
F

介
す
る
の
目
的
合
以
て
、
そ
の
前
年
編
纂
し
た
る
の
2
2巳
ヨ

2
え(け
O
ヨ
自
司
自
自
己
円

ECMHq

古
吾
作
何
百
日
出
足
止
す
市
山
口
並
に
ぞ
の
後
同
幽
『
巳

ω
E
E
F
H
n
g凶
作
回
出
羽
田
一
巴
。
ロ
開
催
の
機
曾
に
・
同
様
の
目

的
e
M
d

以
τ
一
九

O
四
(
明
治
三
七
)
年
に
編
纂
し
た
る
』

3
E
山
口
任
。
国
内
町
一

E
山口問。

=
Z
N
o
p
n
g
E
q
は
、
並
(

に
本
邦
道
徳
山
川
態
を
窺
は
し
む
べ
き
、

計
教
材
料
を
合
ま
子
、

唯
前
者
は
帝
国
商
工
業
の
概
覧
芭
題
す
る
を
以

cf. Wa1cker， Grundriss der Statistik. '89-S目 74.* 



て
、
恕
す
ぺ
し
さ
す
る
も
、
殺
者
中
か
、
る
材
料
を
洩
ら
せ
る
は
、
惜
む
に
仙
川
'
り
あ
り
、
「
智
徳
山
り
併
進
を
努
め

綱
紀
を
粛
正
し
風
俗
を
匡
蹴
」
す
る
は
、
帝
国
の
文
化
を
振
興
せ
し
ひ
る
所
以
に
し

τ、
殖
産
興
業

ω現
況
後
達

を
一
市
す
a

へ
き
計
数
材
料
ご
共
に
・
本
邦
道
徳
山
肌
態
を
伺
は
し
む
べ
き
、
統
計
材
料
に
深
甚
の
注
意
を
梯
ふ
は
、
園

情
そ
観
察
叉
紹
介
せ
ん
ご
す
る
者
の
、
忽
か
に
す
べ
か
ら
ま
る
所
な
り
、
砂
く
ご
も
興
図
の
大
本
が
、
最
大
の
可

能
殖
産
、
最
大
の
閥
寓
丈
け
に
、
脅
さ
る
ご
拝
金
的
に
考
ム
る
こ
ご
な
き
限
り
は
然
h
、
賢
明
な
る
嘗
時
の
農
商

務
省
の
吏
僚
各
位
が
、
此
見
易
き
の
理
を
曾
重
吉
れ

y
h
L
は
、
本
邦
議
徳
界
の
醜
面
を
隠
蔽
せ
ん
ご
し
て
九
そ

の
美
結
を
揚
言
す
る
こ
ご
を
も
、
亦
故
意
に
遠
慮
さ
れ
し
、
用
意
周
到
の
結
果
さ
推
測
し
お
か
ん
ご
欲
す
。
試
み

叶
『
・
回
E
H
r
F

に
之
を
外
岡
文
献
に
つ
き
、
少
し
〈
考
察
す
る
こ
正
、
せ
ん
か
、
英
岡
文
明
史
の
著
者
出
・

の
ま日

〈
、
他
の
皐
岩
に
よ
る
統
計
的
研
究
の
結
果
を
引
き
、
自
己
の
史
観
を
確
か
む
る
の
材
料
た
ら
し
め
ん
ご
せ
し
、

特
殊
の
向
晶
子
者
は
姑
巴
〈
之
島
』
不
問
に
付
L
、
一
枇
舎
の
現
況
又
は
後
逮
を
示
す
の
目
的
上
、
道
徳
統
計
材
料
を
も
採

り
入
れ
た
る
も
の
、
中
、
割
合
i
古
き
も
の
を
尋
泊
る
に
、
同
凶

開
口
問
。
日

が
官
底
統
計
家
の
経
歴
に
入
り
し
、
嘗

初
の
一
作
品
た
る
ロ
E
同
日
回
目
的
『
止
の
}
岡
山

mwnrω
何
回
、

E
m
E
Z件一
ω
n
r
E
a
C
H
M
L
m
H
h
r
w
E者
向
同
庁

}
E
n
E巳
-z-nrE-
凶
作

M門町
内

F
E
M
m目
同

出
血

-
F忌
E
ι
H
h
z
H
p
g。
E
1宮内

E
品
ヨ
釦
件
。
口
町

]
-
m
E
-
E
5
-
-
E
H∞同
u
・

の
如
き
は
、
憶
か
に
壬
の
一
例

ご
し

τ泉
げ
得
ぺ
し
、
印
ち
同
書
に
あ
b
て
は
、
錯
遜
王
国
領
土
匝
劃
の
叙
設
を
、
諸
方
面
よ
h
試
み
た
る
後
、

人
口
の
叙
設
に
移
b
、
先
イ
錯
遜
王
国
住
民
の
身
健
上
精
神
上
の
、
議
性
質
に
閲
す
る
叙
読
を
試
み
、
引
緩
き
そ

論

議

道
徳
統
計
論
概
詑

第
十
九
巻

(
第
二
腕

四

) 

ブL



論

護

泣
徳
統
計
諭
概
説

第
十
九
巻

(
第
二
腕

四
四
)

;到し

の
道
徳
的
諸
性
質
を
誘
く
?
』
己
、
し
、

之
を
消
極
的
暴
詮
及
積
極
的
基
詮
に
分
も
、

そ
の
中
に
諸
方
面
ハ
レ
道
徳
統

計
材
料
を
引
説
せ
り
o

同
様
に
古
吉
岡
種
の
著
書
中
、
特
じ
読
者
の
注
意
を
，
喚
起
し
お
か
ん
ご
欲
す
る
も
の
は
、

。
何

回

ι。
z
o
F
叶
『
ぬ
吋

EmBωω
。
『
昨
日
出

z
t
E
P
宮
山
円
切
〈

mwzogω
印
0
巳
色
白
白
〔
同
開
。
。
ロ
。

E
r弘
同

巳

hwz。
ロ
♂
骨
。
目

同}】
O

目
。
加
』
ロ
ロ
山
口
問
。
『
己
目
O
H
m
u
己
H

h

o
口
同
口
同
『
・
出
合
ω同町ハ凶

∞
国
同
・
な
り
、
郎
も
問
書
は
枇
曾
進
歩
の
一
面
が
、
道
徳
準

歩
仁
存
す
る
こ
z
e
f
』
認
め
、
同
表
題

ω
一
綿
を
放
む
る
さ
共
に
、

之
を
抑
制
論
、
犯
罪
、
風
儀
、
滋
育
、
郵
税
そ
の

他
の
五
章
に
分
も
詳
読
せ

h
、
そ
の
緒
論
中
説
け
る
所
に
よ
ら
ん
か
、
英
国
は
前
世
紀
山
山
首
初
以
来
、
人
口
、
宮

及
諸
産
業
上
、
偉
大
の
進
逗
を
示
せ
る
も
、
道
徳
扶
態
及
枇
曾
の
一
般
風
潮
に
つ
き
、
同
様
の
進
歩
遂
げ
ら
れ
た

る
か
を
先
づ
問
ひ
、
引
領
主
設
い

τ日
〈

此
題
目
に
関
す
る
研
究
の
結
果
、
俄
h
に
満
足
な
る
解
答
を
許
さ
す
、
宮
は
蓄
積
せ
ら
れ
奪
修
は
倍
加
さ
れ

た
り
ご
す
、
る
も
・
之
が
た
め
に
忍
行
醸
成
せ
ら
れ
、
困
窮
増
さ
れ
た
り
芭
せ
ば
、
英
国
進
歩
の
得
は
楼
に
疑

は
れ
得
ぺ
!
、
果

Lτ
斯
〈
の
如
し
正
せ
ば
、
貧
困
の
欺
態
じ
還
h
、
致
富
の
た
め
の
諸
後
明
は
、
之
を
他

民
族
に
譲
る
を
以
て
、
(
出
車
得
べ
き
も
の
と
せ
ば
)
寧
ろ
勝
れ
h

Z
せ
ん
、
弔
問
是
等
諸
俊
明
を
絶
滅
に
蹄
せ
し
め
、

か
(
て
請
脇
田
明
の
貧
弱
ご
共
に
、
我
等
の
斑
先
の
如
吉
、
質
素
及
比
較
的
無
邪
気
に
還
る
は
、
倫
一
一
暦
勝
れ

h
t
せ
ん
。

ご
、
質
賃
な
る
措
儲
の
中
仁
、
剛
健
な
る
気
慨
を
宿
せ
り
ど
す
べ
き
に
非
中
や
、

か
く
て
之
が
忠
賞
に
し
て
忌
怖



な
き
研
究
の
結
果
、

氏
以
遜
善
悪
化
促
請
し
、
叉
部
分
的
性
質
を
帯
ぺ
る
、
諸
結
論
を
得
べ
き
を
設
き
、
大
罪
及

肉
慾
的
悪
行
は
減
少
せ
る
も
、
利
己
心
は
横
行
し
、
畑
氏
は
零
落
し
、

一
般
犯
人
は
増
せ
る
を
指
摘
し
っ
、
、
別

に
叉
賂
来
に
於
け
る
之
が
改
善
を
、
期
待
す
べ
き
理
由
を
翠
げ
て
、
そ
の
緒
論
を
結
ぴ
た
り
、
同
害
後
行
年
夫
古

き
が
故
に
、
七
十
依
年
前
の
一
骨
董
ロ
附
言
し
て
葬
h
去
る
勿
れ
、
そ
は
世
相
又
そ
の
接
選
そ
語
ら
し
む
る
に
、
計

数
特
に
道
徳
統
計
計
数
を
用
ゐ
る
に
拙
な
る
、
本
邦
人
に
ご

b
て
は
今
も
向
活
け
る
手
本
視
す
べ
き
一
「
珍
品
」
た

h
、
五
回
人
は
綱
紀
粛
正
内
閣
の
治
下
に
於
て
、
恰
も
此
言
を
吐
き
得
る
こ
ご
を
発
条
正
す
る
者
な
h
o

^ 

道
徳
統
計
的
認
識
に
つ
き
て
は
、
統
計
的
桝
究
そ
の
も
の
、
一
般
的
性
質
よ
り
、
起
る
べ
き
制
限
吉
、
倫
理
的

意
義
る
る
事
買
に
闘
し
‘
所
期
の
考
察
を
情
強
位
向
、
る
の
目
的
上
、
特
色
を
帯
ぶ
る
こ
ご
に
本
づ
〈
制
限
ご
を
件
ふ
、

そ
の
要
旨
は
前
に
道
徳
統
計
難
に
つ
き
、
設
け
る
所
を
推
し
て
知
る
ぺ
き
も
、
以
下
一
具
に
補
設
す
る
所
ゐ
る
ぺ

し。
甲
、
き
れ
ば
第
一
に
統
計
に
ご
ち
得
5
る
も
の
は
、
凡
て
道
徳
統
計
よ
り
除
外
さ
る
べ
〈
、
従
ひ
て
又
原
則
的

に
は
、
会
〈
道
徳
統
計
論
の
範
園
に
入
る
ニ
ご
な
か
る
べ
し
商
事
国
情
叙
説
白
目
的
よ
、
計
駐
在
使
用
す
る
こ
と
に
限
定
せ
ぎ
り

L
、
駕
調
謹
大
串
抵
統
計
皐
白
流
れ
を
、
扱
ま
ん
と
す
る
皐
者
中
に
位
、
奥
武
を
主
張
す
る
者
あ
り
、
位
令
ば
前
出
dr
同
色
。

r
o
p
g
E
m
z
r
-
m
-
2
-
参

間
) 

統
計
事
は
枇
曾
皐
詳
言
す
れ
ば
、
吐
曾
に
閲
す
る
排
他
的
一
般
論
に
非
宇
、
寧
ゐ
一
吐
曾
に
関
す
る
特
別
の
一

る&
岬

護

道
徳
統
計
論
概
市

第
十
九
巻

(
第
二
誠

四
五
)

九



諭

叢

遺
稿
統
計
諦
概
説

第
十
土
谷
川
(
第
乙
抗

回
大
)

fι 
皿

率
問
に
し
て
、
大
量
一
冗
素
の
計
数
計
量
に
本
づ
吉
、
賞
際
を
穿
つ
に
精
微
を
お
め
ん
ご
す
、
同
様
に
道
徳
統
計
論

は
、
人
間
界
の
道
徳
山
肌
態
に
闘
し
、
之
が
現
況
及
徒
出
牌
に
闘
す
る
、
排
他
的
全
曲
学
理
に
非
争
、
寧
ろ
計
数
計
量
さ

れ
得
べ
き
、
元
素
よ
り
組
成
せ
ら
れ
、
そ
の
現
況
及
鵬
首
反
に
よ
り
、
道
徳
妹
践
を
反
映
せ
し
む
ぺ
き
、
特
別
枇
曾

大
量
の
事
理
に
外
な
ら
宇
。

か
〈
て
道
徳
統
計
論
は
一
克
来
大
量
正
し
て
現
は
れ
、
計
数
計
量
さ
れ
得
べ
き
個
別
大
量
に
し
て
、
道
徳
的
特
妹

形
勢
の
表
徴
税
さ
る
べ
き
も
の
、
、

一
統
計
論
ご
し
て
形
成
せ
ら
る
、
人
間
の
道
徳
版
態
そ
の
も
の
及
を
の
麗
化

は
、
統
計
の
大
量
槻
察
に
よ
り
、
察
取
[
得
ぺ
き
に
非
ゃ
、

唱
}
の
'
』
吉
た
る
事
例
白
蝶
が
、
人
の
内
心
事
情
に
闘

L
、
外
界
よ
り
之
を
目
撃
す
る
を
得
子
、
否
そ
の
把
持
者
自
身
に
ご
ち
て
も
、

一
の
謎
た
る

-
z珍
し
か
ら
さ
る

の
事
貨
に
本
づ
け

h
、
人
の
道
徳
紋
態
又
そ
の
道
徳
的
性
質
ゆ
寅
朕
念
、

そ
れ
自
鶴
ご
し
て
査
定
す
る
は
、
{
日
鹿

の
許
横
方
法
に
よ
る
も
、
本
人
告
白
の
方
法
に
よ
る
も
、
出
来
得
べ
き
こ
ご
た
ら
や
、
素
よ
り
か
、
る
一
般
的
評

積
を
暗
唱
「
る
の
特
殊
試
み
は
、
特
殊
枇
曾
階
級
相
互
間
の
彪
潟
に
つ
き
、
之
を
観
察

L
得
ぺ
宮
司
』
ご
あ
る
も
、
そ

は
金
〈
確
賞
査
定
を
許
さ
い
る
、
範
囲
に

τ行
は
る
、
ニ
ご
た
り
、
郎
九
特
殊
の
階
級
は
、
交
互
じ
綿
評
的
弘
る

判
断
を
下
し
、
時
Z
し
て
は
又
道
徳
上
意
義
ゐ
る
翻
黙
の
下
、

か
、
る
判
定
は
下
さ
る
、

(
訣
求
者
及
被
諒
求
者
、
山
由
何
回
目

F
m
z
R
V悶

を
舵
取
り
、
又
は
搾
取
り
是
認
す
る
乙
と
仕
、
宜
侍
又
は
標
語
用
と
し
て
は
可
な
ら
ん
血
と
想
ヘ

E
、

生
凪
の
搬
あ
る
を
以
て
今
之
を
と
ら

ず

枇
交
上
に
於
け
る
親
疎
の
程
度
も
、
亦
か
、
る
総
評
的
評
僚
に
よ
り
測
ら
る
、
而
し
で
か
く
交
互
に
疎
隔
さ



れ
た
る
、
一
祉
曾
階
級
に
加
は
る
者
は
、
之
ご
共
に
そ
の
特
定
階
級
に
属
す
る
こ
子
伊
』
一
公
言
し
、
そ
の
間
欺
鴎
者
又

は
山
師
(
摘
唱
砲
の
用
語
、
と
し
て
は
、
癌
路
由
山
師
ピ
与
一
日
善
命
旦
包
括
同
て
ふ
用
法
あ
る
を
控
窟
す
ぺ
L
)

の
如
き
は
、
時
に
叉
そ
の
事

賞
な
〈
し
て
日
公
言
せ
ら
る
、
こ
ご
あ
h

・
吉
れ
ど
か
、
る
赴
曾
的
分
化
は
、
伺
人
の
道
徳
的
債
値
に
、
等
級
別
を

付
し
得
目
、
き
程
度
迄
、
徹
底
的
に
行
は
る
、
こ
ご
決
し
て
存
せ
ざ
る
の
み
な
ら
す
、

か
、
る
分
化
に
則
h
，
七
、
計

数
的
に
大
量
の
細
別
を
途
「
る
の
、
手
掛
b
は
金
〈
備
は
ら
す
、
且
叉
日
常
枇
曾
生
活
の
必
要
上
、
仰
人
の
道
徳

的
評
価
闘
を
下
す
程
度
迄
、
及
ぼ
さ
る
、
範
園
に
あ
り
て
も
、

そ
の
佃
人
的
道
徳
標
準
を
、
官
廊
ご
し
て
評
慣
す
る

の
能
な
き
は
、

之
に
閲
係
ゐ
る
行
政
事
務
の
現
況
上
、
明
か
に
表
明
せ
ら
る
、
郎
も
濁
逸
の
善
行
直
制
に
表
明
せ

ら
る
、
が
如
、
吉
、
道
徳
的
-
臨
時
凋
の
記
就
は
、
大
館
に
消
極
的
に
記
載
せ
ら
れ
、
宙
科
な
し
、
何
等
一
苦
言
聞
か
ず
と
言
ふ

が
如
き
)
道
徳
戚
念
t
f
四
割
〈
叉
は
強
く
起
き
し
む
べ
き
、
諸
階
級
に
之
を
組
入
る
、
こ
ご
は
避
り
ら
る
、
之
を
通
切

に
査
定
す
る
こ
ご
不
可
能
な
れ
ば
な
b

。

統
計
は
か
〈
の
如
く
個
人
そ
の
も
の
、
道
徳
的
性
質
を
、
査
定
す
る
黙
に
つ
き
無
力
な
る
に
拘
は
ら
中
、
よ
〈

精
練
3
れ
允
る
道
徳
統
計
論
の
理
想
ざ
し
て
、
確
守
さ
る
べ
き
こ
ご
は
、
善
及
思
の
雨
方
面
に
於
け
る
、
道
徳
生

活
の
質
況
に
つ
き
、
そ
の
複
雑
な
る
分
化
及
俊
展
に
掬
す
る
、
間
接
認
識
hv
遂
げ
得
べ
き
こ
ご
、
す
る
に
あ
h
。

か
く
て
又
惑
に
よ
り
枇
品
目
に
及
ぼ
さ
晶
、
煩
累
、
及
蓄
に
よ
る
枇
曾
の
遼
善
を
、
定
量
的
説
示
に
よ
り
韓
明
す
べ

き
材
料
は
、
悉
く
之
を
網
羅
す
ぺ
き
一
部
門
の
知
識
ご
し
て
、
盆
エ
ロ
同
〈
築
き
上
げ
ら
る
べ
き
は
、
依
然
記
し

τ

論

設
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統
計
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九
占，、

道
徳
統
計
論
の
職
分
た
り
。

材
料
蒐
集
及
整
理
の
心
得
上
、
時
ご
し
て
善
及
惑
に
関
す
る
原
則
的
見
解
に
つ
き
、
個
々
の
場
合
に
超
h
得
ぺ

き
、
相
違
襲
動
を
も
酬
酌
す
る
司
』
吉
、
す
る
は
、
全
〈
客
凱
的
な
る
べ
き
統
計
的
研
究
の
本
分
仁
相
官
す
、
人
の

決
心
及
行
匁
を
、
善
又
は
商
品
己
評
慣
す
る
は
、
統
計
的
措
干
の
分
た
ら
?
、

さ
れ
ど
概
し

τ
炉
、
る
評
積
へ
の
、
縁

由
を
奥
へ
得
ぺ
き
も
の
は
、
凡
て
出
来
る
丈
け
確
賞
な
る
大
量
観
察
に
よ
り
、
海
し
ご
る
を
ぞ
の
1
7
ピ
す
、
尤
も

人
の
決
心
及
行
籍
中
特
殊
り
も
の
、
否
そ
の
彩
し
き
部
分
に
劃
し
、
特
定
の
道
徳
的
評
債
は
、
殆
ん
ド
と
永
遠
不
日
開

な
る
道
徳
律
に
よ

h
、
不
動
的
に
加
へ
ら
る
、
謀
殺
、
殴
打
致
死
、
詐
欺
は
、
何
れ
の
時
代
に
も
概
し

τ悪
己
評

債
せ
ら
れ
、
夫
婦
問
及
子
へ
の
親
愛
行
潟
は
、
何
れ
の
時
代
に
も
善
E
評
侵
せ
ら
る
、

3
れ
ど
又
一
般
に
同
時
Z

し
て
は
、
文
野
地
帯
及
枇
曾
階
級
を
異
に
す
る
に
よ
り
、
時
の
前
後
よ
り
せ
ば
、
全
国
的
に
叉
一
定
の
地
域
及
階

級
に
於

τ、
道
徳
的
評
贋
上
一
相
違
畿
化
を
生
守
る
も
の
も
、
細
目
に
亘
れ
ば
移
し
〈
存
在
す
、
偲
A
T
ば
本
邦
に

一
皇
族
を
途
に
擁
し
て

於
て
自
殺
品
脱
皮
又
は
割
前
助
は
、
刑
法
に
よ
り
て
罰
せ
ら
る
、
も
、
依
り
に
一
青
年
ゐ
り
、

後
砲
し
た
る
者
ゐ
る
に
際
L
、
古
武
士
気
質
な
る
そ
の
父
、
即
座
に
そ
の
場
所
に
か
げ
つ
け
て
、
詰
め
腹
を
切
ら

せ
た

h
E
般
定
せ
ん
か
、
本
邦
枇
舎
の
道
徳
標
準
上
、
必
宇
し
も
そ
の
父
の
行
震
を
、
非
行
芭
な
す
こ
ご
な
か
る

ぺ
し
、
比
一
例
に
よ
り
て
も
推
知
L
得
ぺ
主
炉
如
〈
、
時
ご
し
て
赴
曾
一
般
の
道
徳
標
準
ご
、
刑
法
の
規
定
E
切

賞
に
調
和
ef
得
た
り
ご
y
な
L
栄
ぬ
る
場
合
起
h
得
べ
き
こ
さ
を
注
意
す
べ
し
、
此
結
に
つ
き
特
仁
想
起
せ
ら
る



る
は
、
米
人

明白

r
n
E
E

の
所
設
な
り
、
却
も
氏
は
惟
へ
ら
〈
、
経
済
的
範
園
に
於
り
る
幌
延
の
典
型
的
犯
罪

は
‘
盗
人
の
筒
軍
な
る
直
接
形
態
に
よ
れ
る
も
の
、
限
A
T
ば
強
奪
、
夜
盗
、
海
賊
等
に
よ
ら
守
、

一
円
滑
入
込
み
た

る
方
法
、
特
定
人
に
関
係
な
き
間
接
方
法
に
よ
h
、
他
人
よ
り
そ
の
富
を
奪
ム
も
の
に
ゐ
h
、
赴
舎
が
漸
進
的
ぜ

な
h
ノ
、
法
律
に
よ
り
是
等
行
結
局
を
禁
十
る
の
力
、
裕
に
備
は
る
に
至
ら
ば
、

εは
犯
罪
ご
な
る
、

そ
の
際
に
は
合

同
叉
は
協
定
を
結
び
て
、
買
占
又
は
責
控
え
を
行
ひ
、
商
業
自
由
を
妨
や
る
者
も
、
列
車
内
の
鞠
摸
同
様
、
恰
も

異
の
一
犯
人
な
b
、
此
事
買
は
屡
々
刑
事
人
類
率
者
に
よ
b
看
過
せ
ら
る
、
彼
等
は
間
々
犯
人
型
に
つ
き
談
論

L
、
か
〈
名
付
け
ら
る
ペ
ヨ
特
定
の
具
購
的
人
品
、
存
在
す
る
も
の
、
如
〈
取
扱
ム
、

さ
れ
ど
何
人
が
一
犯
人
た

る
か
の
決
定
は
、
個
人
の
素
質
に
よ
h
定
め
ら
る
、
ご
同
様
、
枇
曾
の
態
度
に
よ
り
決
せ
ら
る
、
の
事
費
は
、
少

弘

し
〈
考
慮
せ
ば
郎
時
に
察
し
得
ぺ
き
所
な
，
hhbりJ
ご
、
而
も
亦
右
の
相
逮
捕
盟
勤
eT
生
む
の
事
寅
は
・

一
般
的
に
は
道
徳

的
基
礎
の
上
に
、
折
立
て
ら
る
べ
き
刑
事
立
法
上
、
罰
す
ぺ
し
ご
宣
言
せ
ら
る
べ
き
行
匁
選
定
の
細
目
、
離
婚
の

評
償
等
に
、
早
晩
反
映
せ
ら
る
べ

L
、
凡
て
是
等
の
場
合
に
何
等
か
の
伶
理
的
評
債
の
た
め
、
使
用
さ
れ
得
ぺ
智

会
材
料
を
、
恰
も
亦
詐
困
問
可
援
な
h
正
の
観
結
の
下
、
従
ひ
て
叉
出
来
る
丈
げ
詳
細
を
究
む
べ
き
分
類
、
及
複
雑

な
る
組
合
せ
を
付
し
て
表
示
す
る
は
、
道
徳
統
計
の
職
分
な
り
o

乙
、
原
則
的
に
各
統
計
的
査
定
外
仁
取
除
り
ら
る
、
も
の
、
外
、
道
徳
統
計
的
研
究
に
は
第
二
の
制
限
あ
り
、

郎
も
原
則
的
に
は
計
数
叉
計
量
し
得
べ
き
も
の
、
中
、
多

f
の
も
の
は
外
商
的
理
由
よ

h
、
統
計
観
察
を
施
す
を

論
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待
子
、
又
は
之
を
施
し
得
ぺ
き
に
拘
は
ち
宇
、
事
費
上
統
計
的
に
翻
察
さ
れ

F
る
も
の
あ
る
こ
吉
之
な
り
。

右
の
制
限
た
る
決
し
て
道
徳
統
計
的
研
究
の
、
特
色
ご
す
る
を
得
中
、
寧
ろ
そ
は
統
計
の
全
般
に
豆
h
、
大
に

意
義
ゐ
る
一
元
素
な
h
、
之
に
つ
き
て
は
枇
曾
統
計
論
網
中

七
七
頁
以
下
統
計
に
と
る
べ
き
枇
合
大
蛇
の
謎
耳
、
一

λ
-
頁
以

F
視
察
の
障
械
を
説
け
る
一
節
中
)

設
り
る
所
ゐ
り
し
が
、
道
徳
統
計
的
事
費
仁
あ
り
で
は
、
是
等
観
察
の
陣
硬
に
援
す

る
こ
E
、
人
口
統
計
の
至
要
事
質
に
於
け
る
よ

b
も
、
屡
若

L
き
程
度
じ
及
、
ぷ
ペ
し
ご
す
べ
き
こ
ご
も
正
賞
な

b
、
人
口
統
計
的
観
察
上
可
な
り
重
大
な
る
障
療
は
、
般
令
ば
移
住
の
察
取
又
は
死
因
の
精
密
な
る
察
取
に
つ

き
、
注
目
せ
ら
る
る
所
な
り
吉
雄
も
尚
然
h
、
道
徳
統
計
論
の
観
察
材
料
を
占
む
る
、
表
徴
的
諸
現
象
に
閲
し
て

は
、
恰
も
臨
時
性
質
上
各
人
の
随
意
に
委
ね
ら
る
べ
き
、
事
買
に
遭
遇
し
.
之
に
統
計
観
察
を
及
ぼ
す
の
見
込
な

L
、
仮
令
ば
夫
婦
共
同
生
活
上
の
な
事
、
家
庭
生
活
上
雨
親
正
子
芭
の
聞
に
於
け
る
、
一
祉
交
的
廃
品
局
の
仰
別
的
事

情
の
如
き
は
然
。
、
享
奨
の
耽
滅
、
並
仁
享
奨
の
過
度
疎
外
(
民
由
脊
琵
家
に
つ
き
最
も
鮮
明
に
親
は
る
る
如
き
)

の
如
き
事

買
は
、
道
徳
的
評
価
胴
上
疑
も
な
〈
重
大
の
意
義
あ
ち
吉
雄
も
、
最
も
人
身
専
属
的
な
る
事
件
、
又
は
家
族
の
内
事

ざ
し
て
、

一
般
に
統
計
に
よ
る
観
察
査
定
を
鬼
字
、
唯
か
か
る
橘
端
の
事
買
に
、
刑
法
上
の
制
裁
付
せ
ら
る
る
ご

き
は

7
例
外
ご
し
て
道
徳
統
計
的
観
察
を
、
施
し
得
、
へ
き
ニ
正
己
な
る
イ
し
、
般
A
T
ば
罰
せ
ら
る
4

き
溺
酒
の
如

き
は
之
な
り
。

前
仁
も
越
〈
し
が
如
く
道
徳
統
計
論
の
金
観
察
範
園
は
、
自
存
目
的
記
し
て
の
自
動
的
な
る
、
統
計
的
後
間
に



通
せ
す
、
観
察
可
能
の
程
度
は
、
日
公
権
力
が
統
計
の
要
求
に
よ
る
よ
り
も
、
寧
ろ
他
の
理
由
に
よ
り
道
徳
統
計
上

意
義
ゐ
る
確
認
査
定
を
、
如
何
な
る
程
度
迄
及
ぼ
す
や
仁
よ
り
決
せ
ら
る
、
そ
は
刑
法
及
刑
事
訴
訟
法
の
貸
況

上
、
最
も
鮮
明
に
示
き
る
る
所
な
り
、
道
徳
統
計
的
研
究
の
強
味
は
諸
に
宿
古
る
る
ご
共
に
、

一
面
問
調
味
も
誌
に

腕
胎
せ
ら
る
、
却
も
そ
の
弱
味
は
一
は
会
権
力
が
、
行
政
上
の
他
の
目
的
の
た
め
に
査
定
せ
る
も
の
に
、
制
限
せ

ら
る
る
の
事
質
に
よ
b
、
統
計
的
研
究
者
が
強
ひ
ら
る
る
こ
ご
に
基
づ
(
、
そ
の
以
上
に
又
引
績
き
遂
げ
ら
る
ベ

き
統
計
的
資
定
は
、
行
政
上
の
基
本
的
査
定
の
仕
方
に
よ
り
左
右
せ
ら
れ
、
叉
行
政
上
の
一
次
的
資
定
完
全
に
近

き
や
、
反
劃
に
大
銚
陥
を
伴
ム
ゃ
を
決
す
ペ
き
、
諸
僚
件
m
り
会
館
に
よ
り
、
左
右
せ
ら
る
る
の
弱
味
ゐ
h
o

右

ω駄
に
開
聯

L
τ

F
H
r内
向
可
吋

が
、
夙
に
一
八
七
七
年
の
著
書
中
歎
息
せ
る
所
は
、
今
倫
敬
重
す
べ
き
に
似

た
り
、
卸
ち
問
書
中
惟
へ
ら
(
、

一
般
に
刑
事
統
計
材
料
は
、
何
回
廃
に
て
も
箕
面
目
叉
熱
心
に
、
蒐
集
整
理
せ
ら

る
ご
設
〈
を
待
争
、
一
万
来
之
に
直
接
利
害
関
係
を
有
す
る
者
、
即
も
判
事
及
検
事
が
、
統
計
表
を
全
然
嫌
ふ
の
現

象
は
珍
し
か
ら
歩
、
加
之
そ
は
統
計
表
中
狭
義
の
道
徳
的
意
義
を
、
有
す
る
部
分
に
つ
き
然
る
の
み
な
ら
す
、
司

法
政
策
の
た
め
特
に
注
目
す
F

へ
き
.
統
計
的
訪
一
平
に
劃
し

τも
亦
然
h
、
言
一
渡
せ
る
刑
罰
の
積
類
及
軽
重
、
特
に

自
由
刑
の
期
間
に
つ
き
、
明
細
な
る
説
示
を
吹
む
る
た
め
に
、
一
不
き
る
る
典
味
滞
き
が
如
吉
、
之
が
例
詮
正
し
て

皐
げ
得
べ

L
・
夫
れ
立
法
委
員
H
A
議
曾
に
於
て
、
刑
罰
規
定
審
議
せ
ら
る
る
に
嘗
。
、
罰
す
ペ
き
行
局
の
諸
形
態

を
、
交
互
に
限
定
し
、
判
事
自
身
が
そ
の
中
に
つ
き
商
量
決
定
(
量
刑
)
す
4

き、

法
定
刑
の
範
国
を
定
む
る
仁
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遺
徳
統
計
諭
概
詑

は
、
熱
心
に
骨
折
る
所
ゐ
る
に
拘
は
ら

T
、
判
事
が
草
濁
た
る
ご
合
議
瞳
た
る
ご
を
問
は
中
、
是
の
職
権
に
委
ね

ら
れ
た
る
法
定
刑
の
範
閣
に
つ
き
・
如
何
な
る
且
且
定
を
下
す
が
に
つ
き

τは
、
従
来
之
に
懸
念
す
る
ニ
己
、
珍
ら

L
〈
も
筒
極
め
て
砂
し
、
落
に
考
ふ
べ
き
は
娩
逗
刑
法
系
統
の
下
、
此
結
に
関
す
る
考
査
が
、
勉
め
C
行
は
る
ぺ

き
筈
な
り
芭
す
べ
き
孟
芯
な
b
、
差
し
判
事
自
身
が
軽
重
を
決
し
得
ぺ
き
法
定
刑
の
範
囲
は
、
現
今
甚

r長
け
れ

持

ば
な
り
ご
。

道
徳
統
計
的
詮
索
の
制
限
に
つ
き
、
個
別
の
問
題
ご
し
て
は
、
向
以
下
の
事
柄
を
注
意
す
ア
し
。

計
数
計
量
し
得
べ
き
事
貨
に

L
て
、
道
徳
生
活
の
表
徴
税
き
る
ぺ
き
も
の
は
、
大
障
に
側
々
の
特
殊
人
間
行
匁

な
る
も
、
毛
の
外
叉
人
々
に
於
け
る
特
殊
の
特
別
般
況
な
h
、
般
A
T
ば
刑
事
統
計
は
織
績
的
な
る
判
決
の
統
計

上
、
個
別
行
錯
の
大
量
伝
授
け
、
乗
ね
て
之
に
関
係
せ
る
多
数
行
活
者
全
市
す
、
之
ご
共
に
そ
の
人
々
中
一
群
の

者
に
、
特
に
累
犯
の
記
銃
を
付
す
る
こ
ど
に
よ
h
J
、
人
の
一
扶
況
は
復
古
市
き
る
、
に
至
る
、

こ
は
叉
椴
A
T
ば
貰

淫
婦
、
所
帯
構
成
等
の
統
計
に
あ
'
り
て
も
然
、
。
。
而
し
て
以
上
設
け
る
が
如
き
表
徴
的
事
媛
及
妖
態
に
つ
き
て

は
、
大
鵠
に
そ
の
質
質
的
金
況
を
、
完
全
に
察
取
す
る
-
エ
」
な
し
、
寧
ろ
之
に
つ
き
幾
分
か
形
式
的
な
る
、
具
稽

的
特
別
現
象
を
察
取
す
る
に
過
ぎ
子
、
即
も
そ
は
鴎
家
に
よ
h
記
披
を
付
山
で
ら
れ
た
る
、
特
殊
の
事
務
欣
態
ご
し

て
、
認
識
せ
ら
る
べ
き
も
の
に
外
な
ら
宇
、

き
れ
ば
最
も
よ
〈
編
成
3
れ
た
る
道
徳
統
計
論
に
あ
ち
て
も
、
人
身

及
財
産
に
劃
す
る
侵
害

Z
L
て
、
一
枇
曾
生
活
の
過
程
上
賓
際
に
惹
起
き
る
、
-A
の
、
金
程
度
を
、
決
し
て
認
識
せ

cf. Mayr. Gesetzmassigkeit usw. 55. 330， 331. 4持



し
む
る
こ

Z
な
し
、
寧
λ
を
は
刑
罰
法
規
に
特
に
命
名
叉
記
載
せ
ら
る
、
、
侵
害
の
会
健
に
外
な
ら
宇
o

察
取
苫
れ
得
べ
き
範
国
は
、
原
則
上
右
の
如
〈
縮
小
せ
ら
る
、
丈
け
に
限
ら
歩
、
統
計
上
質
際
に
察
取
せ
ら
晶

、
も
の
は
、
之
ピ
同
等
の
範
園
迄
及
ば
き
る
ご
す
べ
き
ニ
正
な
し
、
郎
ち
統
計
に
よ
h
察
取
せ
ら
志
、
範
園
は
、

そ
の
先
件
た
る
行
政
上
の
、
特
殊
事
件
察
取
に
よ

h
左
右
さ
る
ぺ
き
も
、
行
政
上

ωか
、
る
査
定
は
、
事
件
の
み
」

部
に
及
ぼ
き
る
、
を
得
宇
、
詳
言
せ
ん
か
寅
際
E
の
か
、
る
相
遣
は
、
稀
に
は
賓
際
上
起
ら

5
り
し
一
事
件
、
特

に
反
枇
曾
的
行
震
が
、
起
れ

h
ご
し
て
行
政
上
査
定
さ
る
、
に
よ
る
-
」
ご
あ
る
べ
し
、

き
れ
ど
塗
か
に
頻
繁
な
る

は
、
之
正
反
調
的
事
例
な
り
、
卸
も
賞
際
に
起
れ
る
事
件
が
、
行
政
上
の
査
定
に
洩
る
、
場
令
は
之
な
h
、
か
〈

て
全
般
ご
し

τ言
ひ
得
べ
し
、
問
題
ご
な
れ
る
耐
曾
大
量
の
統
計
的
一
冗
素
を
、
行
政
上
質
際
仁
確
認
査
定
し
、
叉

之
に
件
ひ
統
計
上
察
取
す
る
は
、
賞
際
上
起
れ
る
事
件
の
度
数
以
下
に
あ

h
ご
、
而
も
亦
査
定
数
質
際
の
事
件
数

に
速
か
る
程
度
は
、
佃

b
z
L
て
は
甚

r不
同
な
り
、
従

οて
問
題
ご
な
れ
る
諸
事
賓
の
、
個
別
小
計
ご
し
て
賓

際
に
察
取
さ
れ
た
る
も
の
、
代
表
的
性
質
は
、
極
め
て
不
同
に
表
は
き
る
、
之
が
詳
設
は
刑
事
統
計
論
中
、
非
行

の
概
念
を
解
説
す
る
に
嘗
り
試
む
べ
き
所
な
h
、
之
ご
共
じ
注
意
す
ぺ
き
は
、
右
相
違
の
度
合
が
事
物
的
に
も
不

同
た
り
、
事
物
的
に
同
一
な
る
枇
舎
大
量
に
て
も
、
場
所
的
に
不
同
な
り
、
メ
特
別
的
に
も
輯
深
化
を
生
じ
得
ぺ
き

ニ
ゼ
」
な
り
、

之
に
つ
き
て
重
大
の
影
響
を
及
ぼ
す
べ
き
は
、
法
規
の
不
岡
な
。
、
そ
の
法
規
の
質
施
方
法
同
一
な

ら
ぎ
る
が
た
め
に
、
影
響
す
る
所
は
一
居
大
な
h
、
他
面
そ
の
事
件
に
関
係
せ
る
者
、
又
は
之
に
よ
り
犯
吉
れ
た

論

叢

道
徳
続
計
諭
概
詑

第
十
九
巻

{
第
二
親

五
三
)

。



論

叢

道
徳
統
計
論
概
説

第
十
九
巻

(
第
二
親

五
凹

。

る
者
の
、
慮
匁
も
亦
影
響
を
及
ぽ
す
ぺ
[
、
右
最
後
の
貼
に
つ
き
闘
民
及
宗
放
の
侍
明
白
は
、
大
影
響
を
及
ぼ
す
こ

Z
あ
る
べ
し
.
印
ち
仮
ム
ザ
ば
犯
罪
行
潟
り
た
め
に
犯
さ
れ
た
る
者
の
立
場
よ
り
、
告
訴
及
親
告
に
閲
し
て
示
さ
る

る
、
性
向
又
は
嫌
悪
の
現
扶
不
同
に
つ
き
、
又
は
悶
民
の
諸
階
級
に
於
り
る
、
自
殺
行
怨
り
露
間
制
を
燥
ふ
の
戚
念

不
同
仁
っ
き
、

か
、
る
影
響
を
窺
ひ
得
べ
し
。

以
上
説
け
る
所
に
て
は
統
計
以
外
の
必
要
に
本
づ
き
て
、
題
さ
れ
た
る
行
政
行
怨
に
よ
り
、
道
徳
統
計
的
研
究

が
大
に
左
右
手
る
、
こ
さ
を
揚
言
せ
る
も
、
別
に
又
複
製
統
計
の
本
質
に
協
は
し
め
易
き
議
場
合
に
は
、
統
計
上

の
得
策
に
鑑
み
、
行
政
的
査
定
に
遜
影
響
及
ぼ
さ
る
、
こ
ご
も
、

珍

L
か
ら
ず
る
を
看
過
す
べ
き
に
あ
ら
中
、
行

政
に
し
て
賢
明
に
行
は
れ
ん
か
、
前
以
て
特
に
規
定
さ
れ
た
る
査
定
を
刷
新
オ
る
に
嘗
h
J
、
時
芭
し
て
統
計
の
念

務
に
腐
ら
れ
、
之
を
も
掛
酌
す
る
こ
ご
ゐ
る
ペ
し
、
特
に
正
嘗
に
後
逗
せ
る
行
政
々
策
に
よ
ら
ん
か
、
行
政
の
諸

文
書
よ
h
涜
れ
出
，
つ
べ
き
、
複
製
統
計
材
料
の
事
物
的
分
類
、
及
そ
の
取
扱
ひ
方
法
上
、
統
計
撃
の
立
場
よ
h
望

ま
る
、
、
改
善
を
施
す
こ
ご
に
も
、
興
味
を
有
す
る
f
ご
を
立
造
せ
ん
、
之
が
一
例
詮
は
近
時
の
刑
事
統
計
な

b 
o 道

徳
統
計
論
上
観
察
材
料

t
L
て
世
田
理
さ
る
べ
き
も
の
、
積
械
的
に
道
徳
的
な
る
も
の
よ
b
も
、
消
栂
的
に
道

徳
的
な
る
事
件
に
、
著
し
〈
宮
め
り
ご
す
べ
き
併
記
の
事
買
は
、
道
徳
統
計
特
に
一
夜
的
統
計
が
、
統
計
以
外
の

行
政
的
査
定
に
、
従
属
す
る
の
事
費
に
よ

b
て
蒋
明
す
a
へ
き
所
な
h
、
民
衆
の
卒
穏
親
善
な
る
共
同
生
活
は
、
何



等
闘
家
の
干
渉
を
要
せ
子
、
伺
別
の
事
件
に
つ
き
法
律
上
用
意
周
到
に
そ
の
概
念
を
定
め
、
叉
之
に
該
嘗
せ
る
事

例
の
確
認
を
賓
現
せ
し
む
る
ニ
言
な

L
、
例
外
正
し
て
卓
越
せ
る
貢
献
、
又
は
道
徳
上
著
聞
せ
る
継
緩
的
廃
品
岬

を
、
会
け
に
表
彰
す
る
こ
=
あ
る
も
、
そ
の
件
数
よ
ら
い
ふ
も
、
道
徳
生
活
認
識
山
り
た
め
の
表
徴
的
意
義
よ
り
い

ふ
も
、
迄
か
に
劣
れ
り
。
之
に
反
し
消
極
的
に
道
徳
的
な
る
、
事
件
抑
陸
に
つ
き
て
は
、
闘
家
組
織
を
な
せ
る
批

曾
ご
し
て
、
大
に
議
す
べ
き
も
の
あ
h
、
従
ひ
て
叉
賓
定
事
例
の
大
量
を
生
み
、
道
徳
統
計
の
枇
曾
大
量
も
亦
去

ご
し
て
、
之
に
を
の
材
料
を
仰
「
。

か
(
て
叉
道
徳
統
計
論
上
、
幾
嗣
倒
調
す
イ
き
多
〈
の
材
料
は
、
査
定
す
べ
か
ら
ざ
る
も
の
ご
し

τ頗
み
ら
れ
F

る
に
反

L
、
そ
の
系
統
論
は
悲
観
頑
す
べ
き
材
料
の
堆
積
に
よ
り
、
築
き
立
て
ら
る
、
の
結
果
を
生
歩
、
同
様
な

る
事
賞
は
道
徳
統
計
以
外
、
否
人
口
統
計
の
古
典
的
研
究
範
囲
に
あ
hJ
て
も
亦
之
島
ι
見
る
、
即
ち
人
口
に
つ
き
丑

の
多
山
券
、
並
に
自
然
的
批
曾
的
諮
特
質
に
よ
れ
る
、
之
が
構
成
を
知
れ
り
=
す
る
も
、
若
し
之
が
健
康
事
情
如
何

を
知
ら
A
γ
Z
せ
ん
か
、
人
口
に
つ
き
未
だ
充
分
に
通
暁
せ
h

Z
す
ぺ
き
に
非
中
、
然
る
に
此
ト
』
面
に
閲
す
る
統
計

的
設
示
ご
し
て
、
路
事
統
計
に
よ
り
授
け
ら
る
、
も
の
を
詳
察
す
る
に
、
一
万
来
健
康
者
に
つ
き
て
は
殆
ん
Y
」
会
〈

問
は
れ
中
{
唯
運
動
統
計
は
存
す
、
国
に
云
忠
、
方
今
邦
語
「
運
動
」
そ
山
も
で
意
義
も
削
る
運
動
的
に
し
て
、
稲
々
の
窓
に
用
品
ら
る
、
従
酢
て

寧
る
競
技
統
計
と
言
ム
方
、
一
層
可
な
る
べ
し
と
想
へ

r、
今
普
通
用
例
に
よ
る
)
病
人
及
死
者
に
つ
き
問
は
る
、
所
迄
か
に
多
し
、

N
M
N
o
r
 
の
如
き
は
民
衆
の
健
康
事
情
を
、
一
位
曾
生
活
の
重
要
な
る
一
方
面
親
し
、
之
が
研
究
を
質
際
統
計
皐
の
一

論

設

誼
徳
統
計
論
概
詑

第
十
九
巻

第

t血

主

E
)

C 
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悶
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同

1
L
1
b国

所
な
b
、
然
る
に
賞
際
上
年
々
殆
ん
ど
等
歎
の
犯
罪
は
、
請
法
廷
に
よ
khリ
取
扱
は
れ
、
犯
罪
の
穣
類
に
つ
、
き
為
当
きA
¢』そて

b

レUト
岡
c
珂

判
決
及
無
罪
言
渡
し
の
数
に
つ
き
て
も
、
著
し
き
常
例
示
さ
る
、
の
事
寅
に
鑑
み
ん
か
、
司
法
の
網
を
〈
い
る
ぺ
叩
白

司

K

T

V
R
-
司

v
q

山、
A

d

d

 

論

議

道
徳
統
計
諦
僻
説

第
十
九
巷

(
第
二
扱

豆
大
)

O 
四

部
門
に
引
上
げ
、

か
〈
て
一
一
陶
に
は
特
に
之
に
興
味
を
有
す
る
人
々
の
一
群
、
邸
も
祉
舎
衛
生
島
者
に
よ
る
、
統

計
の
刺
用
を
使
な
ら
し
め
、
他
の
一
面
に
は
此
範
固
な
し
ご
し
て
も
、
極
め
て
雑
種
の
材
料
を
包
容
す
べ
き
、
入

品
守

口
統
計
論
の
負
婚
を
軽
か
ら
し
む
べ
仁
ご
せ
る
程
、
此
研
究
方
面
の
後
蓮
近
年
者
v
し
き
仁
拘
は
ら
十
倫
然
h
J
、
而

し
て
持
事
統
計
論
が
か
〈
の
如
〈
、
悲
観
漉
す
べ
き
材
料
に
よ
る
も
、
そ
の
値
打
を
墜
す
こ
ご
な
き
が
如

f
.
道

徳
統
計
論
が
主
ご
し
て
悲
観
掘
す
ぺ
寺
、
材
料
に
よ
り
て
研
究
す
る
も
、
祉
ご
す
ぺ
き
こ
ご
な

L
、
又
賓
際
の
事

件
数

t
査
定
数
ピ
一
致
せ
r
d

る
の
事
情
は
、
前
に
設
け
る
所
な
れ
ど
、
之
が
た
め
に
道
徳
統
計
論
を
非
難
す
る
の

事
由
は
生
性
宇
、
賞
際
に
つ
き
て
の
一
部
分
に
過
ぎ
5
4
0
査
定
ご
雌
も
、
表
徴
正
し
て
は
意
義
ゐ
り
、
特
に
外
部

の
諸
事
情
詩
情
一
を
続
け
、
叉
内
面
的
資
質
に
も
大
愛
化
な
し
ご
せ
ん
か
、
同
碕
の
大
量
に
ゐ
h
τ
は
、
査
定
洩
れ

の
限
界
も
、
亦
相
劃
的
に
同
等
な
る
ぺ
し
正
、
期
し
待
べ
き
を
想
へ
ば
特
に
然
b
、
右
の
想
像
設
た
る
刑
事
統
計

の
諸
計
数
が
、
年
均
如
何
に
頑
強
に
繰
返
さ
る
、
か
を
、
察
知
し
得
た
り
正
せ
ば
、
至
営
ご
し
て
立
設
さ
る
べ
き

き
犯
人
の
数
も
、
亦
年
々
相
違
あ
り
ご
し
て
も
、
ぞ
は
極
微
に
過
ぎ
ぎ
ら
ん
己
、
安
心
[
て
限
定
し
得
べ

L
、

く
て
叉
後
血
寛
吉
る
、
犯
罪
の
現
況
よ
り
推
し
て
、
法
律
違
犯
及
不
道
徳
な
る
、
総
行
潟
そ
の
も
の
、
範
国
及
方
向

比

T
X

を
も
断
じ
得
ぺ
き
こ
吉
、
な
ら
ん
。
素
よ
り
右
の
事
態
あ
る
が
た
め
に
、
道
徳
統
計
的
制
究
の
細
目
を
究
む
る
じ カミ

• 梼4降



常
、
り
、
有
盆
な
る
教
訓
ご
し
て
銘
心
す
ぺ
き
も
の
一
つ
あ
り
、
郎
+
h
J

早
計
に
普
遍
的
法
則
に
蹄
結
す
る
こ
古
は
、

特
に
道
徳
統
計
論
の
幼
稚
期
に
、
好
み
て
行
は
れ

L
弊
な
る
も
、

ぞ
は
誠
し
h
u

ぺ
き
所
な

h
ご
す
べ
き
は
之
な

hJ
、
質
際
上
最
も
普
遍
的
な
る
、
有
数
法
則
を
明
か
じ
す
る
の
、
最
終
来
賓
を
車
中
「
る
の
望
は
、
間
々
断
念
古
る

る
の
要
め
ち
、
時
事
λ
着
賞
な
る
仔
細
研
先
を
遂
げ
、
特
殊
の
典
型
及
因
呆
態
を
明
炉
に
し
、
之
に
つ
き
相
掛
的
情

例
常
理
を
、
仮
定
す
る
丈
け
の
程
度
に
甘
ん
や
}
ん
か
、
率
向
上
の
数
義
ご
し
て
は
、
事
費
上
得
る
所
迄
か
に
多
か

毛
の
外
諸
砲
の
道
徳
統
計
材
料
、
そ
の
材
料
の
牧
得
、
整
理
及
仕
分
け
の
方
法
に
つ
き
、
週
明
な
る
順

る
べ

L
.

序
及
要
略
に
よ
り
通
院
せ
し
む
る
こ
吉
、
之
Z
共
に
終
始
一
貫
地
方
、
時
及
内
部
構
成
に
よ
る
、
大
量
説
示
の
詳

細
分
類
を
一
不
す
に
、
充
分
の
段
意
ぞ
抑
ふ
こ
ご
は
、
特
に
必
要
に
し
て
、

ぞ
は
又
道
徳
統
計
的
研
究
の
、
基
本
研

究
己
す
べ
き
所
な

h
、
叉
統
計
的
認
識
が
行
政
の
具
館
的
後
動
正
関
聯
せ
る
の
事
質
ゐ
る
た
め
、
煩
繁
に
高
閣
比

較
の
防
磁
ど
な
か
・
時
ご
し
て
は
岡
民
的
に
統
一
さ
れ
た
る
材
料
た
る
も
、
時
を
異
に
せ
る
比
較
の
障
擬
さ
な
る

こ
Z

3
へ
あ

h
ご
す
、

き
れ
ば
炉
、
る
降
礎
ゐ
る
こ

Z
を
倉
重
し
、
寧
ろ
狭
〈
限
ら
れ
た
る
観
察
の
結
果
に
様

h

、
比
較
遁
性
あ
る
材
料
に
出
来
る
丈
け
そ
の
研
究
を
限
る
こ
己
、
し
、
そ
の
典
型
的
態
様
及
推
測
的
困
巣
態

を
、
明
か
仁
す
る
ニ
ご
に
満
足
す
べ
し
、

か
の
嘗
該
放
路
後
展
の
普
遍
原
則
が
、
砂
〈
芭
も
今
日
は
倫
多
く
の
場

合
に
、
究
む
る
を
待
す
ご
す
ぺ
き
に
拘
は
ら
守
、
之
を
切
な
る
ニ
ご
に
研
究
の
手
を
延
ば
す
べ
き
仁
非
宇
。
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